
特集 若者たちの夢
平成21年度 幼稚園入園の受け付けをします

平成21年度から国民健康保険税の納付方法が一部変更になります

「新城市高齢者保健福祉計画（案）」への意見を募集します

宝くじ助成金で、コミュニティ活動備品を整備

エコとぴっくす「新城市環境基本計画」を策定しました

ほのか診察室「メタボリックシンドロームと特定健診・特定保健指導」について
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E-mail  info@city.shinshiro.lg.jp
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今月の人口
平成20年12月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比
　の合計と異動事由の集計が一致しない
　月もあります。

総人口… 51,589人（－45）

男……… 25,351人 （－13）

女……… 26,238人（－32）

世帯数…………16,478世帯

緊 急 医

休 日 診 療 所
夜 間 診 療 所

出生……24人

死亡……48人

転入…… 79人

転出……101人

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

1月　1日（祝）・　2日（金）

　　　3日（土）・　4日（日）

　　11日（日）・12日（祝）

　 18日（日）・25日（日）

石川整形外科
クリニック
☎24-6500

（平　井）

平日／午後7時～午後11時

☎24-6022

皮フ科
新栄クリニック

（平　井）

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。
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いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

しんしろフィットクリニック

中根医院

米田内科

のだクリニック

おさだファミリークリニック

しんしろフィットクリニック

中根医院

米田内科

のだクリニック

宮本病院

高木内科医院

静巌堂医院

内山医院

ながしのクリニック

西新町内科整形外科外科医院

中村医院

今泉病院

ちさと医院

ほうらいクリニック

茶臼山厚生病院

村松内科

ちさと医院

高木内科医院

星野病院

ながしのクリニック

静巌堂医院

荻野医院

くまがい医院

織田医院

ながしのクリニック

茶臼山厚生病院

( 川路 )

（本町）

（平井）

（中市場）

( 本町 )

( 川路 )

（本町）

（平井）

（中市場）

( 海老 )

( 栄町 )

（副川）

( 平井 )

（長篠）

(東新町)

（的場）

( 栄町 )

（杉山）

( 大野 )

( 富沢 )

（東新町）

（杉山）

( 栄町 )

( 大野 )

（長篠）

（副川）

（長篠）

( 富永 )

(下吉田)

（長篠）

( 富沢 )

内科、小児科

診 療 時 間

午後8時～午後11時

（受付／午後7時30分～午後10時30分）

開　設　日

月、火、金、土曜日（祝日は除く）

休　診　日

水、木、日曜日、国民の祝日および

年末年始12月29日から1月3日まで

開 設 場 所

新城市夜間診療所

新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

☎24-1161

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分
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夜

昼

13 火 夜

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

春日眼科
☎24-3222

春日眼科
☎24-3222

（杉 山）
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金
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日

月
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水
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金

土

日

月

火

水

木

金
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日

月

火

水
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金

土

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

住宅

住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場をご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

新城市夜間診療所位置図

正面
玄関

身障者
駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

成人の日

午後5時閉館【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

110番の日

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

元旦

夜
　
間

診
療
所

緊
急
医

外来のみですので、受診を希望される方は、

電話で容態を事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。

医師の都合により、診療時間の変更また

は休診することがあります。

暮らしのカレンダー
【文】文化会館　　【青】青年の家　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　【資】歴史資料館　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　【開】作手開発センター

体育室親子無料開放（午後）【青】

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】

文化財防火デー

（杉 山）

フリーマーケット【文】

第33回 新城マラソン大会
（総合公園）

官庁仕事始め

市民書初め大会【文】

防災とボランティア週間
（～21日）

防災とボランティアの日

食育の日

平成21年新城市成人式【文】
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「
若
者
が
い
な
い
！
」
日
本
各

地
の
農
山
漁
村
に
、そ
ん
な
悲
鳴

の
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。
こ
こ
新

城
市
で
も
同
様
に
、
若
者
の
減
少

は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
20
年
前
、
約
７,
８
０
０
人
い

た
若
者
（
20
〜
29
歳
）
は
、
い
ま

５,
５
０
０
人
を
切
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
（
平
成
20
年
11
月

1
日
現
在
・
5,
4
5
4
人
）

　
若
者
の
減
少
は
、
地
域
の
労

働
力
不
足
や
、
介
護
保
険
な
ど

の
住
民
負
担
の
増
加
、
地
方
税

収
の
減
少
な
ど
、
地
域
社
会
の

活
力
を
奪
い
か
ね
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
い
ま
、
若
者
定
住
策
が
大

き
な
行
政
課
題
に
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
中
高
年
が
い
く
ら

頭
を
ひ
ね
っ
た
と
こ
ろ
で
、
若

者
の
想
い
は
、
残
念
な
が
ら
分

か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
ば
、

若
者
は
、
何
を
夢
み
て
、
ふ
る

さ
と
新
城
に
ど
ん
な
想
い
を
抱

い
て
い
る
の
か
直
接
聞
い
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
や
っ
て
彼
ら
の
声
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
が
、
一
番
の
若

者
定
住
策
だ
と
思
い
ま
す
。

　横浜に来て、改めて新城は自

然豊かでいいところだったなぁ

と思います。そんな大自然の中

を、友だちと毎日楽しく登下校

していたころのことを懐かしく

思い出します。こんな素晴らし

い環境をいつまでも残していっ

てほしいです。欲を言えば、子

どもたちのために、もう少し体

育施設が充実しているといいで

すね。

　自分自身は、一日も早く一軍

に上がって活躍できることを夢

みてがんばっています。応援よ

ろしくお願いします。

下谷佳久さん（24歳） 瀧川三奈さん（27歳）

中根杏里さん（20歳） 山口真弥さん（19歳）

藤川亜澄さん（21歳） 加藤俊伸さん（21歳）右

老平和史さん（21歳）左

浅井　光さん（23歳）

今泉直巳さん（25歳）

山本誠也さん（24歳）

竹下あゆみさん（24歳） 牧野宏昭さん（24歳） 石野大輔さん（25歳）

田中健二郎さん （プロ野球選手）

19歳・山吉田区出身

た　　な か  け ん じ 　 ろ う

たけした まき の ひろ あき いし の だいすけ

しも や よしひさ たきかわ み な いまいずみ なおみ

ふじかわ あ すみ

おいだいらかずし

か とうとしのぶ

やまぐち ま　や

あさ い　  ひかる

なか ね あん り やまもとせい　や
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2008年2月、シングル「風になって」でメジャーデビュー
その後も発表するシングルがトヨタのCMや映画の主題歌
に抜擢される。ただいま全国的なライブ活動を展開中。

2008年12月3日　New Album「平成ジパング」発売
「HIP-HOPに出会って、自分はたくさんの挑戦ができて
いる。新たな音楽、鳳雷を感じて欲しい」

TV「美少女戦士セーラームーン」や映画「DEVILMAN」
など数々の作品に出演。舞台・CMへの出演も多く、2008
年11月からは、積水ハウスのCMに出演中。

　自分自身も落ち込んでるとき、音楽から元気をもらったり、

勇気づけられたりしました。元々はただ純粋に音楽が好き

で始めたバンドでしたが、これからはプロとして音楽を通

じて人々に勇気やパワーを送れるようになりたいです。

　帰省するときに、飯田線に揺られながら山が深くなって

くるのを見ると心が落ち着きます。ホームに降り、息を吸

い込むと生きている実感がわいてくる、新城に生まれてよ

かったと思う瞬間です。これからも、いつまでも変わらな

い自然豊かなまちであってほしいし、自分も自然と故郷を

大切にしていきたいです。

　今回は、誌面と取材時間の都合で4

名の方のみのご紹介となりましたが、

その他にも市外で活躍する新城市出身

の若者は数多くいます。

　シンガーソングライター・お笑い芸

人・プロボクサー・競輪選手・Ｋ-１

選手・カメラマン……

　また、別の機会にご紹介させていた

だきたいと思います。なお、他にも「こ

んな若者知ってるよ」という情報がご

ざいましたら、ぜひ市役所じょうほう

課までご連絡ください。よろしくお願

いします。

その他の若者たち

若者たちの夢

特集「若者たちの夢」3～7ページの記事は、市民編集員による取材・編集です。

　本文中に掲載した企業名などについては、市出身の若者が活躍する姿を広く皆さんに知っていただくために掲載したもので、市が特定

の業者を宣伝するために掲載したものではありません。

小野田尚史さん （ミュージシャン）

ロックバンド「オトナモード」のドラム＆コーラス担当　25歳・大野区出身・東京都在住

鳳雷さん （ラッパー）

本名：原田直幸さん　27歳・海老区出身・名古屋市在住

松下直樹さん （政治家秘書）

29歳・有海区出身・宮崎県在住

松本博之さん （俳優・モデル）

28歳・市川区出身・東京都在住

たくさんの人の心に残る音楽を作り続けたい

　毎年、新城で開催する野外ライブもそんな想いから始め

ました。正直、それまであんまり郷土愛とかはなかったん

ですが、アーティスト仲間に「故郷のためにできることを

やろう」と言われて、突然目覚めました。今年のライブの

とき、「毎年楽しみに来てる」と市外に住む新城出身の子

に声をかけられて、すごくうれしかった。このイベントが、

みんなが故郷を感じる機会になることを願っています。

　新城は、都会じゃないし、ど田舎でもないし、なんか妙

に落ち着くとこが気に入ってます。年をとったら、新城に

帰ってきて自給自足生活をしながら過ごすのもいいかな。

次世代の若者たちと時代を創っていきたい

　大学の同級生だった宮崎県の東国原知事に、「宮崎をどげ

んかしたいから手伝ってほしい」と言われ、選挙を一緒に

戦ってきました。ただ、宮崎をどうするといった大それた

ことは、僕には言えません。今も、がんばっているのは知

事であって、僕ではないですから。夢は何かと問われても、

まだよく分かりません。今はとにかく、毎日を精一杯生き

ているだけ。けど、これから先いくつになっても、「今を

生きる」その気持ちは持ち続けたいと思います。

　新城は、自然がとても豊かなところだったという想い出

があります。でも、宮崎の自然もなかなかいいですよ。ぜひ、

みなさん、宮崎へ遊びにきっくいやんせ！

一日一日を精一杯生きていきたい
　大学在学中にテレビドラマに出演させてもらい、演技の

楽しさや難しさ、深さを知って、この世界で生きていきた

いと思いました。最近は舞台にあがることも多いのですが、

お客さんからダイレクトな反応があって、厳しい反面、拍

手をもらえたときのうれしさは格別です。これからももっ

といろんな作品や役に出会っていきたいです。

　東京にいる時間が長くて、いまの新城の様子はよく分か

らないんですが、少年時代に、野山を駆け回って遊んだあ

の当時のような、思いやりのあるあったかいまちであり続

けてほしいと思います。

人々に夢を与えられるような役者になりたい

じょうほう課  　�23‐7623

ば っ て き

デ ビ ル マ ン

ニ ュ ー 　 ア ル バ ム

ヒ ッ プ 　 ホ ッ プ

シーエム

テレビ

ほ う 　ら い

はら だ なおゆき

ま つ 　し た  な お 　 き

ひがしこく ばる

お 　 　 の 　 だ  　な お ふ み

ま つ も と  ひ ろ 　ゆ き
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　小さいときから看護師に憧れていました。働き始めたこ

ろは、自分の技術も未熟で、患者さんの気持ちも分からな

くて、悔しい思いをしました。今は、患者さんから親しく

名前で呼んでもらったり、頼りにしてもらえたりして、自

分も少しは成長できたのかな。

　でも、患者さんは病気や症状など人それぞれみんな違う

ので、そうした一人ひとりの気持ちを分かってあげられる

ようになるためには、まだまだ勉強が必要です。もっとも

っと自分自身を成長させて、看護師の仕事を一生続けてい

きたいと思います。（原田麻耶さん 談）

　3年間のサラリーマン生活を経て、ハウスでイチゴの周年

栽培をしています。作手の気候風土により1年を通しイチゴ

の栽培が可能ですが、夏苺を作っているのは愛知県で私だ

けです。夏苺は輸入物が多いため、国産の安心して食べら

れるイチゴにこだわって作りたいし、需要にこたえるため

にもハウスを広げ、仲間を増やし、産地化するのが今の夢

です。

　サラリーマン時代より収入は減ったけど、やりがいもあ

るし、5月に産まれる子どもには、僕のことを誇りに思って

くれるような姿を背中を通して見せたいですね。将来的には、

イチゴ以外にもさまざまな農業を担う若い力と考え方を結

集して生産者の団体ができたらいいなと考えています。

若者たちの夢

熊谷知恵さん（右） 23歳・庭野区

塚本寿彦さん 26歳・市場区

原田麻耶さん（中央） 24歳・川田区

丸山智子さん（左） 23歳・豊川市

原田絢子さん（右） 25歳・本町区

筒井博明さん（中央）28歳・布里区

杉本聡子さん（左） 29歳・栄町区

太田敬久さん（右） 23歳・東新町区

水口恭平さん 20歳・玖老勢区

久保田剛司さん 26歳・愛郷区

鈴木晴美さん（中央）24歳・上平井区

大原直樹さん（左） 24歳・川合区

患者さんの気持ちにこたえられる看護師に
　私たちは、障がいがある人と一緒に仕事をし、ともに生

活をしながら、その人の苦手なところを支援する仕事をし

ています。多くの人は、障がいがある人と接することがあ

まりないのではないでしょうか。地元で働く姿や近所で生

活するようすを知ることで関わりができ、お互いを知る機

会となり、みんなが暮らしやすい地域になると思います。

　今後も障がいがある人が少しでも暮しやすくなる制度や

環境が整うように努力しながら、支援者として、市民として、

障がいがある人とともにこの地域で暮していきたいと思い

ます。

障がいがある人と夢を描ける社会に！

　島根県で生まれて岐阜県で育ち、10年前に新城市に引っ

越してきました。地元の高校を卒業して、これからは林業

が重要な仕事になると思って就職しました。将来、自分の

家の山は、自分で手入れしたいと思っています。

　同級生は市外へ働きに出てしまっていることが多いです。

けれど、若いうちに外でいろんなことを経験するのはいい

ことだと思います。そこで学んだことを、将来、市のため

にいかしてもらえればいいのでは。そのために、市外へ出

ていった人も、いつかは帰ってきたいと思ってもらえるよ

うなまちであり続けてほしいと思います。

間伐を進めて地球温暖化防止に貢献したい

　もっと新城の人たちに鳳来牛を食べていただき、知って

もらいたいです。畜産業は、地域の皆さんの協力があって

のものですから。まずは、地元の人たちに喜んでいただく

ことが一番。そのために、品質をよりいっそう向上させ、

より良いものを提供できるように努力していきたいです。

　自分は学生時代に北海道にいたので、いまの生活を全然

不便に感じません。向こうの方が広くて移動距離は長かっ

たし、周囲に何もなかったですから。むしろ、この静かで

ゆっくり生活できる環境が自分にあっていて、落ち着きます。

鳳来牛をみんなに食べてもらいたい

安心して食べれるイチゴをつくりたい

　市民課は市役所全体の顔でもあります。毎日、多くの市

民の皆さんが訪れますが、その一人ひとりの方が市民課を

訪れる機会は、年に数回、もしくは数年に１度かもしれま

せん。複雑な手続きや専門的な用語に戸惑われることもあ

ります。そこで、窓口では、皆さんが気持ちよくスムーズ

に手続きできるよう「笑顔で分かりやすいご案内」をいつ

も心がけています。

　また、最近は外国人の方が訪れることも多くなりました。

特にブラジルの方。そこで、窓口でのポルトガル語による

応対も勉強中です。チャオ！

いつも笑顔で分かりやすいご案内を

社会福祉士

林業

畜産業

農業

公務員

看護師

市民編集員からひとこと
新城はシャイ（照れ屋）な若者が多い。取材を申し込むと「私なんか……」と断られる。しかし、よくよく話を聞
いてみると、みんな自分の夢や考えをしっかりもっている。ただ、事務的に声を聞こうとするのではなく、じっく
りしっかり耳を傾けることが大事なのだと感じた。市政に若者の声が上がってこないと言われるが、発信側より受
信側のアンテナを調整する必要があるのかもしれない。

あこが

み じゅく

くや

く ま が い  と も 　 え

は ら 　 だ  　 ま 　 や

ま る や ま  と も 　 こ

つ か も と  と し ひ こ

しゅうねん

と ま ど

なつ いちご

か ん ば つ

は ら 　 だ  　あ や 　 こ

つ つ 　 い  ひ ろ あ き

す ぎ も と さ と こ

お お 　 た  　ゆ き ひ さ

す ず 　 き  　は る 　み

お お は ら  な お 　 き

み ず ぐ ち きょう へ い

く 　 　 ぼ 　 　 た  た け 　 　し
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市
長
　
昨
年
１
年
を
振
り
返
る
と
、
合

併
し
て
最
初
の
総
合
計
画
が
議
会
の
議

決
を
経
て
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

と
、
夜
間
診
療
所
の
開
設
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設
、
光
ケ
ー
ブ
ル

の
工
事
完
了
が
あ
り
ま
し
た
。

議
長
　
市
長
が
言
わ
れ
た
と
お
り
、
課

題
だ
っ
た
奥
三
河
の
医
療
の
充
実
、
特

に
医
師
の
確
保
が
、
最
大
の
テ
ー
マ
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

も
、
こ
の
３
月
議
会
か
ら
議
会
中
継
で

利
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
議
会
改
革
を
唱
え
、
市
民
の
目
線
で

市
民
の
代
役
、
市
民
の
代
表
者
と
し
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
少
し
で
も
議
会
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
傍
聴
な
ど
を
し

や
す
く
し
た
り
、
多
く
の
会
議
を
全
部

公
開
し
た
り
と
い
う
形
を
と
る
よ
う
心

が
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
一

つ
が
議
員
定
数
に
つ
い
て
市
民
の
意
見

を
聞
く
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。

市
長
　
議
会
が
市
民
の
と
こ
ろ
に
出
か

け
た
り
、
議
員
定
数
を
公
開
の
全
員
協

議
会
で
議
論
さ
れ
た
り
し
た
と
き
、
私

は
議
会
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
地
道
な
取
り

組
み
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

市
長
　
さ
て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検
証

を
し
て
み
る
と
、
自
分
と
し
て
ま
だ
道

が
遠
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
地
域
の
自

治
組
織
の
あ
り
方
の
改
革
や
、
自
治
基

本
条
例
の
制
定
で
す
。
い
ざ
踏
み
込
ん

で
み
る
と
旧
３
市
町
村
で
地
域
の
仕
組

み
が
違
い
、
行
政
区
と
地
域
の
仕
組
み

と
の
兼
ね
合
い
、
地
域
と
議
会
と
の
関

係
、
地
域
と
職
員
に
よ
る
地
域
担
当
制

度
と
の
関
係
な
ど
、
考
え
れ
ば
考
え
る

ほ
ど
奥
が
深
い
問
題
で
し
た
。
そ
の
中

で
議
会
が
改
革
を
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
、
我
々
も
議
会
に
負
け
な
い
よ
う

に
、
職
員
を
地
域
と
し
っ
か
り
と
結
び

つ
け
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
自
治
基
本
条
例
に
つ
い

て
来
年
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
う

少
し
よ
く
見
え
る
よ
う
な
形
で
の
議
論

に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
長
　
議
会
も
市
民
と
の
か
か
わ
り
を

重
視
し
た
議
会
の
よ
り
よ
い
あ
り
方
を

探
る
た
め
、
議
会
基
本
条
例
の
調
査
・

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
、
と
い
う
方
向
に
な
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
新
城
の
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
が
、

市
民
生
活
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

議
会
も
自
覚
し
て
、
費
用
を
切
り
つ
め
、

議
会
に
つ
い
て
の
法
令
を
よ
く
研
究
し

て
、
次
の
世
代
に
あ
っ
た
新
し
い
制
度

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
　
も
っ
と
若
い
人
が
議
会
を
傍
聴

し
て
く
れ
た
り
、
意
見
を
言
っ
て
く
れ

た
り
、
積
極
的
な
提
案
を
し
て
く
れ
る

よ
う
な
、
そ
ん
な
風
通
し
が
い
い
議
会

を
望
ん
で
い
ま
す
。
新
城
か
ら
巣
立
っ

て
も
、
ま
た
帰
っ
て
く
る
人
も
い
る
の

で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

議
長
　
お
年
寄
り
、
働
く
人
、
将
来
の

地
域
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
が
い
る
ま

ち
を
、
夢
を
持
て
る
よ
う
に
語
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
議
会
に
お
い
て
も
若

者
と
の
対
話
は
少
な
い
で
す
。
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
い
て
も
20
代
30
代

の
参
加
は
少
な
か
っ
た
で
す
。
議
員
に

な
り
た
い
と
い
う
若
者
の
話
も
聞
き
ま

せ
ん
。
隣
の
豊
川
市
で
は
20
代
の
市
議

会
議
員
も
い
ま
す
の
で
、
新
城
市
で
も

い
ろ
い
ろ
な
年
齢
か
ら
出
て
く
れ
る
と

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

市
長
　
山
形
県
の
あ
る
ま
ち
に
少
年
議

会
、
少
年
町
長
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。

中
高
生
が
議
会
を
つ
く
り
、
100
万
円
程

度
の
予
算
で
自
分
た
ち
が
や
り
た
い
事

業
を
議
論
し
て
決
め
、
年
に
2
回
は
行

政
と
正
式
な
対
話
と
交
流
を
し
て
い
ま

し
た
。
こ
ん
な
試
み
も
お
も
し
ろ
い
と

思
い
ま
す
。

　
新
城
で
も
初
め
て
「
市
民
討
議
会
」

を
青
年
会
議
所
と
一
緒
に
行
い
、
市
内

在
住
の
1,
0
0
0
人
に
無
作
為
に
案
内

を
出
し
た
と
こ
ろ
44
人
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
参
画

に
興
味
が
あ
る
し
、
や
っ
て
み
た
い
け

ど
な
か
な
か
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
市
民

が
、
市
政
に
応
募
で
き
る
よ
う
な
、
い

ろ
い
ろ
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
用
意
す
る
必

要
を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
議
会
の
傍
聴
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
中
継
な
ど
が
大
事
な

役
割
を
果
た
す
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

議
長
　
そ
う
で
す
ね
、
市
内
の
小
学
生

に
よ
る
議
会
見
学
が
、
社
会
科
の
授
業

の
一
環
と
し
て
あ
り
、
議
会
の
仕
事
な

ど
を
話
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
以
前
、
中
学
生
議
会
を
開
い
た
こ
と

が
あ
り
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
議
場
で
議

論
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
模
擬
市
長
、
模
擬
議
長
、

模
擬
部
長
な
ど
を
一
日
選
任
し
て
も
ら

っ
て
、
仕
事
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
　
自
然
環
境
と
共
生
す
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
現
在
「
森

づ
く
り
基
本
条
例
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、
新
城
北
設
楽

地
域
の
４
市
町
村
が
同
じ
内
容
の
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
共
通
の
基

本
理
念
で
森
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
い
う
画
期
的
な
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
、
平
成
26
年
度
に
開

通
予
定
の
新
東
名
の
新
城
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
周
辺
を
ど
の
よ
う
に

整
備
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
方
向
づ
け

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
整
備
は
、

新
城
市
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
広
く

奥
三
河
全
域
の
発
展
を
展
望
し
た
も
の

に
し
て
い
く
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
若
者
の
雇
用
や
住
居
、
観

光
・
文
化
の
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　
次
の
新
城
を
担
う
の
は
、
若
者
た
ち

で
す
か
ら
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
め

る
環
境
づ
く
り
は
絶
対
に
必
要
な
こ
と

で
あ
り
、
安
心
出
産
と
そ
の
後
の
ケ
ア

と
い
う
意
味
で
も
、
地
域
を
越
え
た
取

り
組
み
を
前
進
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
豊
川
市
・
豊
橋
市
な
ど
、
東
三

河
南
部
地
域
と
の
連
携
の
中
で
、
自
治

体
の
枠
を
越
え
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
総
合
計
画
に
も
あ
り
ま
す
が
、

親
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
で
の
子
育
て

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
そ
の
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
ね
。

議
長
　
子
育
て
と
い
う
こ
と
で
は
、
せ

め
て
正
常
分
娩
は
こ
の
地
域
で
行
え
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

　
新
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）

の
周
辺
整
備
と
い
う
こ
と
で
は
、
平
成

26
年
度
の
開
通
に
向
け
て
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
時
期
に
来
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
金
融
危
機
の
影
響
で
企

業
も
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
５
年

先
を
見
据
え
た
企
業
誘
致
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

市
長
　
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
新
城
ラ

リ
ー
に
、
１
万
８
千
人
も
の
人
が
訪
れ
、

隣
の
豊
川
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
ま
で

満
室
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
若
い
人
た
ち
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
や
ラ
ッ
プ
の
大
会
が
手
づ
く
り
で

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
市
を
離
れ
て
い
っ
た
人
、
新
し
い
人

も
地
域
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
が
ん
ば

っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
応
援
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

議
長
　
新
城
地
区
、
鳳
来
地
区
、
作
手

地
区
の
地
域
の
人
た
ち
が
、
活
発
に
活

動
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
本
当
に
頼
も

し
く
思
い
ま
す
。

市
長
　
今
年
は
、
新
城
に
と
っ
て
未
来

に
向
か
っ
て
の
飛
躍
の
は
じ
ま
り
の
年

に
し
た
い
で
す
ね
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
長
　
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
平
成
21
年
の
新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。

こ
の
特
集
の
中
で
新
城
出
身
の
若
者
に
、
熱

い
思
い
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
受
け
、

穂
積
市
長
と
丸
山
議
長
に
将
来
の
抱
負
を
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新城市長穂 積 亮 次

市議会議長丸 山 繁 治

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
は
い
よ
い
よ

評
価
さ
れ
る
年

出
で
よ
若
人
！

ま
ち
づ
く
り
の
夢

地
域
の
力

若者たちの夢

い

　

　

　

　

　

わ

こ

う

ど

せ
い
じ
ょ
う
ぶ
ん
べ
ん

み
　

す

まる やま しげ じ

ほ づ み りょう じ
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庶
務
課
 
☎
23
‐
7
6
5
1

新
城
幼
稚
園
 
☎
22
‐
0
0
4
5

八
名
幼
稚
園
 
☎
26
‐
0
0
0
9

　
来
年
４
月
か
ら
入
園
を
希
望
す
る

幼
児
の
入
園
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
入
園
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
５
・
４
歳
児
の
入
園
を
優
先

的
に
行
い
、
３
歳
児
は
生
年
月
日
順

と
し
ま
す
。

募
集
人
数

　
新
城
幼
稚
園
　
250
人

　
八
名
幼
稚
園
　
200
人

入
園
資
格

　
市
内
に
在
住
す
る
３
歳
児
以
上
で
、

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で

の
幼
児

　
５
歳
児

　
　
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
16
年
４

　
　
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

　
４
歳
児

　
　
平
成
16
年
４
月
２
日
〜
17
年
４

　
　
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

　
３
歳
児

　
　
平
成
17
年
４
月
２
日
〜
18
年
４

　
　
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

入
園
願
書
の
交
付
期
間

　
１
月
8
日

（木）
〜
15
日

（木）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

受
付
お
よ
び
面
接
期
間

　
１
月
9
日

（金）
〜
15
日

（木）

※
入
園
願
書
の
提
出
時
に
面
接
を
行

　
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
と
一
緒

　
に
幼
稚
園
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

保
育
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
な
お
、
心
身
の
発
達
の
程
度
や
季

　
節
に
応
じ
て
短
縮
保
育
を
行
う
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

保
育
料

　
月
額
　
７，
０
０
０
円

預
か
り
保
育

　
希
望
す
る
５
歳
児
対
象

　
平
成
21
年
５
月
〜
平
成
22
年
３
月

　
午
後
３
時
〜
５
時

（
た
だ
し
、
夏
季
・
冬
季
休
業
日
は

　
午
前
中
）

預
か
り
保
育
料

　
月
額
　
３，
０
０
０
円

（
お
や
つ
代
、
教
材
費
は
別
途
１
，

　
０
０
０
円
）

※
詳
細
は
、
庶
務
課
ま
た
は
各
幼
稚

　
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
21
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
の
加
入

受
付
を
行
い
ま
す
。

　
就
労
な
ど
に
よ
り
、
養
育
で
き
な

　
い
家
庭
の
小
学
１
〜
３
年
生
（
実

　
施
場
所
一
覧
の
対
象
小
学
校
に
　

　
限
る
）

※
定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
４
年
生

　
以
上
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
遊
び
や
自
主
学
習
を
中
心
と
し
た

　
放
課
後
の
生
活
の
場
を
提
供
し
ま

　
す
。

　
下
校
後
〜
午
後
６
時
（
土
・
日
曜

　
日
、
祝
日
、
休
校
日
を
除
く
）

※
春
･
夏
･
冬
休
み
の
期
間
中
は
午

　
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

　
月
額
４，
０
０
０
円

　
（
８
月
は
６，
０
０
０
円
）

　
　
別
途
、
お
や
つ
代
と
し
て
月
額

　
１
，

０
０
０
円
（
夏
休
み
期
間
中

　
は
２
，

５
０
０
円
）
、
傷
害
保
険

　
加
入
掛
金
と
し
て
年
額
6
0
0
円

　
が
必
要
で
す
。

申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
期
間
　

　
配
布
は
１
月
13
日
(火)
か
ら
、
受
付

　
期
間
は
１
月
26
日
(月)
か
ら
２
月
13

　
日
(金)
ま
で
で
す
。
本
庁
児
童
課
お

　
よ
び
鳳
来
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
で
行
い
ま
す
。

※
受
付
に
は
、
就
労
な
ど
の
証
明
書

　
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

児
童
課
　
☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課
　
☎
32
‐
1
9
8
2

■本

■鳳

新
城
児
童
ク
ラ
ブ

中
央
児
童
ク
ラ
ブ

千
郷
児
童
ク
ラ
ブ

東
郷
西
児
童
ク
ラ
ブ

東
郷
東
児
童
ク
ラ
ブ

八
名
児
童
ク
ラ
ブ

庭
野
児
童
ク
ラ
ブ

鳳
来
中
部
児
童
ク
ラ
ブ

新
城
小
学
校
内

中
央
保
育
園
内

千
郷
東
保
育
園
内

ち
さ
と
館
内

千
郷
中
学
校
内

東
郷
西
小
学
校
内

東
郷
東
小
学
校
内

老
人
ホ
ー
ム
寿
楽
荘
内

庭
野
公
民
館
内

鳳
来
中
部
小
学
校
内

新
城
小
学
校

千
郷
小
学
校

東
郷
西
小
学
校

東
郷
東
小
学
校

八
名
小
学
校

庭
野
小
学
校

鳳
来
中
部
小
学
校

45
人

25
人

10
人

10
人

10
人

各
25
人

各
25
人

※
定
員
に
対
し
て
申
込
み
の
少
な
い
ク
ラ
ブ
は
活
動
を
休
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
名
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
　
所
�

　
　
　
　
対
象
小
学
校
　
　
　
　
　
　

定
員

実
施
場
所
一
覧

●問
●問

■本

●￥

●時 ●対●内



11 広報しんしろ 2009.1

は　い いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

は　い

は　い

は　い

　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
納
付

し
て
い
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
世
帯
主
の
方
で
図
の
要
件
に
該
当

す
る
場
合
、
平
成
21
年
４
月
に
支
給

さ
れ
る
年
金
か
ら
、
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
に
よ
り
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
方

に
つ
い
て
は
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
た
だ
し
、
特
別
徴
収
に

　
該
当
す
る
人
で
あ
っ
て

　
も
、
納
付
方
法
変
更
の

　
手
続
き
を
す
る
こ
と
で

　
口
座
振
替
に
変
更
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　
特
別
徴
収
に
該
当
す
る

　
と
思
わ
れ
る
人
に
つ
い

　
て
は
、
後
日
案
内
を
お

　
送
り
す
る
予
定
で
す
の

　
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
納
付
方
法
変
更
の
手
続

　
き
を
行
っ
て
か
ら
特
別

　
徴
収
が
中
止
さ
れ
る
ま

　
で
数
カ
月
の
期
間
を
要

　
す
る
た
め
、
手
続
き
直

　
後
に
支
給
さ
れ
る
年
金

　
か
ら
の
特
別
徴
収
の
中

　
止
が
間
に
合
わ
な
い
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。
　

①世帯主の方の年齢が65歳から74歳であり、かつ国保に加入している。

②世帯主の年金の年額が18万円以上あり、介護保険料＋
　国保税の合計額が、年金額の2分の1を超えない

③世帯の国保加入者全員が65歳から74歳である。

④国保税は納付書で納付している。

特別徴収(年金からの天

引き)に該当します。
今までどおりの納付方法です。

特別徴収（年金からの天引き）の納付スケジュール

平成21年
4月支給
の年金

（１期）

平成21年
6月支給
の年金

（2期）

平成21年
8月支給
の年金

（3期）

平成21年
10月支給

の年金
（4期）

平成21年
12月支給

の年金
（5期）

平成22年
2月支給
の年金

（6期）

案
件

　
地
区
計
画
案
の
縦
覧

地
区
と
面
積

　
新
城
市
杉
山
地
内
　
約
1.8
ヘ
ク
タ
ー
ル

縦
覧
期
間

　
１
月
６
日

（火）
〜
19
日

（月）
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所

　
都
市
計
画
課

※
こ
の
地
区
計
画
案
に
つ
い
て
土
地
所
有
者

　
お
よ
び
利
害
関
係
が
あ
る
人
は
、
１
月
19

　
日

（月）
ま
で
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

　
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
新
成
人
の
輝
か
し
い
門
出
で
す
。
市
民
の

　
皆
さ
ん
の
ご
臨
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
11
日

（日）
　
午
後
１
時
30
分

　
新
城
文
化
会
館

　
車
で
来
ら
れ
る
場
合
は
、
可
能
な
限
り
乗

　
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
（
地
区
計
画
）
案
を
縦
覧
し
ま
す

平
成
21
年

成
人
式
の
ご
案
内

駐車場案内図

文化
会館

市役所

新城小学校

体育館

●時●所●他
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平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま

で
の
新
城
市
の
高
齢
者
福
祉
･
介
護

保
険
に
関
す
る
計
画
を
本
年
度
中
に

策
定
す
る
た
め
、
計
画
策
定
委
員
会

を
設
置
し
、
検
討
し
て
い
ま
す
。
計

画
策
定
委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
「
新

城
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
（
案
）
」

に
対
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
き
制
度
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
平
成
20
年
12
月
24
日

（水）
か
ら
平
成

　
21
年
1
月
23
日

（金）

提
出
方
法

　
住
所
と
氏
名
を
記
入
の
上
、
①
か

ら
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
本
庁
介
護
高
齢
課
に
持
参
す
る

※
た
だ
し
、
土
･
日
曜
日
、
祝
日
お

　
よ
び
12
月
27
日

（土）
か
ら
１
月
４
日

　
（日）
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

　
後
５
時
30
分
ま
で

②
郵
送
す
る
（
募
集
期
間
最
終
日
消

　
印
有
効
）

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る

④
E
メ
ー
ル
で
送
信
す
る

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

　
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

閲
覧
期
間

　
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
方
法
お
よ
び
場
所

　
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
・
本
庁
介
護
高
齢
課

　
・
鳳
来
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
・
作
手
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

※
た
だ
し
、
庁
舎
で
の
閲
覧
は
、
土
･

　
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
12
月
27
日

　
（土）
か
ら
１
月
４
日

（日）
を
除
く
午
前

　
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま

　
で
。

※
郵
送
の
場
合

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２（
住
所
不
要
）

　
新
城
市
役
所
　
介
護
高
齢
課
あ
て

介
護
高
齢
課
　
☎
23
‐
7
6
8
8
　
�
23
‐
2
0
0
2
　
　k

a
ig

o
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
７
６
２
3
�
23
‐
７
2
9
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　joh

o
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

1
月
1
日
〜
1
月
7
日

7
日
〜
14
日

14
日
〜
21
日

21
日
〜
28
日

28
日
〜
2
月
4
日

鳳
来
寺
田
楽

新
城
市
消
防
出
初
式

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

鳳
来
中
学
校
　
　
4
週
目

鳳
来
東
小
学
校
　
1
週
目

鳳
来
東
小
学
校
　
2
週
目

ニ
ュ
ー
ス

聞
い
て
く
だ
さ
い
　
私
の
話

ニ
ュ
ー
ス

新
城
市
成
人
式

新
東
名
の
現
状
に
つ
い
て

市政番組キャラクター「亀姫」

アナログ放送6ch・デジタル放送12ch

毎
日
5
回
、
15
分
間
放
送
　①
午
前
8
時
　②
午
後
1
時
　③
午
後
4
時
　④
午
後
7
時
　⑤
午
後
11
時
（
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
に
番
組
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に
更
新
）

あ
の
の
ん
ニ
ュ
ー
ス
（
4
分
）

ほ
の
か
だ
よ
り
（
4
分
）

つ
く
し
ん
坊
（
2
分
）

放

　

送

　

日

地域に密着した番組です。身近な人が登場します。お楽しみに!

■本
●問

※
チ
ャ
ン
ネ
ル
調
整
な
ど
は
、
テ
ィ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
〔
テ
ィ
ー
ズ
〕
新
城
事
務
所

☎
24
‐
3
6
7
7
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
春
特
別
番
組
　
　市
長
あ
い
さ
つ
、議
長
あ
い
さ
つ
、対
談
、ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
新
年
あ
い
さ
つ

第
1
回
放
送
の
再
放
送

　
あ
な
た
も
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
に
出
演
し
ま
せ
ん
か

　
1
月
か
ら
、
地
域
の
出
来
事
・
身
近
な
話
題
な
ど
、皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
を
、「

”ホ
ッ

“と
情
報
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

時
間
は
、
写
真
･
ビ
デ
オ
な
ど
の
映
像
を
取
り
入
れ
、
2
分
以
内
で
す
。
撮
影
は
、
１
月
22
日

（木）
に
、
文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。
出
演
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
1
月
9
日

（金）
ま
で
に
じ
ょ
う
ほ
う
課
に
、
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
お
よ
び
内
容
に
つ

い
て
は
、
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※都合により番組内容を変更する場合があります。

※新城市市政番組「いいじゃん新城」は、インタ

　ーネットでの配信は行っておりません。�   

　「いいじゃん新城」をご覧いただくには、ケー

　ブルテレビへの加入が必要です。身近な話題を

　お届けしていますので、皆さんぜひご加入くだ

　さい。�   

●em

●問
■本

●em
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庭
野
区

平
井
区

長
者
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

池
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会

　
庭
野
区
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
大

正
琴
や
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の

区
民
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
る

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
て
、
音
響
設
備
を
整
備

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
購
入
し
た
パ
ソ
コ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
を
使
っ
て
、
区

民
活
動
な
ど
の
情
報
提
供
や
、
会

議
資
料
の
作
成
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
平
井
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
公
民

館
の
備
品
が
十
分
で
な
く
、
利
用

す
る
人
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
て
、
コ
ン
ロ
や
オ
ー
ブ
ン
レ
ン

ジ
、
炊
飯
器
、
炊
出
釜
、
D
V
D

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
備
品
を
整
備
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
備
品
を
活
用
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
世
代
を
超
え
た
交
流
活
動

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
長
者
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
で
は
、
市
無
形
民
俗
文
化
財

「
獅
子
神
楽
」
で
使
用
す
る
、
獅

子
覆
、
篠
笛
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
内

に
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
行
委

員
会
を
設
立
し
、
防
災
防
犯
の
面

で
も
活
動
を
始
め
た
た
め
、
非
常

用
毛
布
、
発
電
機
、
簡
易
ト
イ
レ
、

ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
な
ど
も
整
備

し
ま
し
た
。

　
池
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員

会
で
は
、
宮
太
鼓
が
な
か
っ
た
た

め
、
こ
れ
ま
で
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
宮

太
鼓
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

盆
踊
り
大
会
だ
け
で
は
な
く
、
区

民
運
動
会
や
芸
能
大
会
で
も
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
移
動
用
音
響
機
器
を
整

備
し
た
の
で
、
屋
外
行
事
が
円
滑

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

コミュニティ助成事業とは　（財）自治総合センターが、コミュニティの健全な発展と宝くじの普及広報を図るために、
宝くじの収入を財源として助成を行うものです。

平
成
20
年
度（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
　

し

し

か

ぐ

ら

し

し

お
お
い
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（社）
新
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
作
品
展

　
平
成
20
年
度
の
陶
芸
教
室
と
木

工
教
室
の
受
講
生
が
創
意
工
夫
し
、

心
を
込
め
て
作
り
上
げ
た
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
１
月
４
日

（日）
〜
31
日

（土）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
休
館
日
　
月
曜
日
お
よ
び
火
曜

　
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

観
来
館
1
月
の
展
示

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

設
楽
原
講
座
　
第
5
回

地
域
振
興
課

☎
32
‐
0
5
1
3

文
化
課

☎
23
‐
7
6
5
5

　
1
月
24
日

（土）
　
午
前
10
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
　
研
修
室

　
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
と
地
下

　
資
源

　
愛
知
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委

　
員
　
横
山

良
哲
さ
ん

　
35
人

　
無
料

【
に
こ
に
こ
】

　
第
８
回
　
１
月
23
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
お
絵
か
き
を
楽
し
も
う
！

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
無
料

設
楽
原
歴
史
資
料
館

☎
22
‐
0
6
7
3

●問

　
2
月
1
日

（日）

　
午
後
1
時
30
分
開
演

　
新
城
文
化
会
館

　
エ
ル
マ
ー
少
年
と
ユ
ニ
ー
ク
な

　
人
形
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
ワ
ク

　
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
友
情
と
冒
険

　
の
物
語
で
す
。
さ
あ
、
エ
ル
マ

　
ー
少
年
た
ち
と
一
緒
に
冒
険
の

　
世
界
へ
出
か
け
よ
う
！
 

　
全
自
由
席

　
一
般
（
中
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
２
，

０
０
０
円

　
小
学
生
以
下
（
3
歳
以
上
）
　

　
　
　
　
　
　
　
１
，

０
０
０
円

※
新
城
文
化
会
館
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

　
で
発
売
中

　
１
月
11
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
桜
淵
公
園
周
辺

　
青
年
の
家

　
大
人
500
円
、
小
・
中
学
生
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
持

　
っ
て
い
る
人
は
双
眼
鏡

　
野
外
観
察
が
で
き
る
服
装
（
防

　
寒
）

　
博
物
館
学
術
委
員
（
動
物
分
野
）

学
ぼ
う
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
救
お
う
命

　
１
月
27
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
25
人

フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

人
形
劇

「
エ
ル
マ
ー
の
ぼ
う
け
ん
」

（
人
形
劇
団
プ
ー
ク
公
演
）

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ
野
外
学
習
会

「
豊
川
の
水
鳥
を
観
察
し
よ
う
」

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
講
習
会

●問
●申

生
涯
学
習
課

☎
23
‐
7
6
5
4

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

☎
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

新
城
保
健
所

総
務
企
画
課

☎
22
‐
2
2
0
3

「広報ほのか」お知らせページに広告を載せませんか。
掲載料金： 6カ月間（21年4月号～21年9月号）で100,000円（大きさ50mm×170mm）

　　　　　半分の枠（料金50,000円）もあります。

　 色 　： 2 色

掲載原稿：原稿は各自でご用意いただきます。

申込方法：1月30日（金）までに、申込書を提出してください。

※掲載には審査があります。応募多数の場合は基準に従って決定します。

　詳しくは、企画課にお問い合わせください。

【広報ほのか】に広告を載せませんか

発行部数16,800部

申し込み・問い合わせ　企画課　☎23-7620
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●￥

●￥
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●時
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始
め
ま
す

男
だ
け
の
ヨ
ガ

き
れ
い
に
な
ろ
う

　
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

〈
健
康
教
室
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
〉の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
歩
く
こ
と
を
中
心
と
し
た
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
で
、
腰
や
膝
に
負
担
が

か
か
り
ま
せ
ん
。
有
酸
素
運
動
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
体
脂
肪
（
特

に
内
臓
脂
肪
）
を
効
果
的
に
燃
焼

し
、
メ
タ
ボ
対
策
に
も
有
効
で
す
。

　
1
月
15
日

（木）
〜
3
月
19
日

（木）

　
毎
週
木
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時

　
青
年
の
家

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に
興
味
の
あ
る

　
方
な
ら
ど
な
た
で
も

　
無
料

　
60
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
1
月
5
日

（月）
　
午
前
８
時
30
分

　
電
話
受
付

　
保
険
医
療
課
　
�
23
‐
７
６
２
５

〈
健
康
教
室
　
ヨ
ガ
〉の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

　
体
を
動
か
し
た
く
て
も
ハ
ー
ド

な
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
気
が
ひ
け
る

と
い
う
男
性
の
方
。
メ
タ
ボ
対
策

や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
一
役
買
う

こ
と
間
違
い
な
し
。
ヨ
ガ
で
ま
ず

は
体
の
中
か
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
1
月
19
日

（月）
〜
２
月
16
日

（月）

　
毎
週
月
曜
日
（
５
回
実
施
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
男
性
の
方
に
限
る
（
初
心
者
大
 
 
 

 
歓
迎
!!
）

 
無
料

 
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

 
 無

い
方
は
当
日
購
入
で
き
ま
す
。
 

 
（
１，
０
０
０
円
程
度
）

 
30
人

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

 
１
月
9
日

（金）
 

午
前
８
時
30
分

 
電
話
受
付

　
保
険
医
療
課
　
�
23
‐
７
６
２
５

 
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
座
で
 

 
す
か
ら
無
理
な
く
始
め
ら
れ
ま

　
す
。

離婚・相続・遺言・後見・契約書・内容証明・公正証書…

会社設立・決算・農地法許可・建設業許可…

くらし・ビジネス・サポートセンター　丁寧・迅速・秘密厳守

（要予約）

新城市字宮ノ西4-16　新城駅 徒歩2分　Mail:tatsu_s@f4.dion.ne.jp

12月23日 （火）
午後7:00～8:30

会場 / 新城文化会館リハーサル室

講師　近田いく代 （とよはし中日文化センター講師）

み や び か い

3級FP技能士　　宅建主任者　　経営コンサルティング

鈴木達也行政書士事務所

http://www.suzuki-55.com 

予約先（0532）62-9896
豊橋市飯村北二丁目7-10

http://www.tees.ne.jp/ m̃iyabi7/

お問合わせ

無料体験

電話/FAX　0536-22-4175

名古屋入国管理局届出済行政書士

　 

新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
1
月
17
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
と
し
て
１
，

０
０
０
円
が
必
要

　
で
す
）

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
、
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
の
方
（
キ
ー

　
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な
い

　
方
な
ど
）

申
込
期
間
　

　平成20年12月22日

（月）～平　成21年1

月8日（木）

申込方法

　はがき・ファックス・

Ｅメ　ールで受け付け

ます。名前、　郵便番号、

住所、電話番号、　年

齢をご記入ください。

保
険
医
療
課

☎
23
‐
7
6
2
5

●問
●申

保
険
医
療
課

☎
23
‐
7
6
2
5

●問
●申

10
歳
若
返
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

〈
健
康
教
室
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〉
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
姿
勢
改
善
と
脂
肪
燃
焼
の
た
め

に
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
ま
ず
、
一
歩
を
踏
み
出
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
体
は
必
ず
こ
た

え
て
く
れ
ま
す
。

　
1
月
16
日

（金）
〜
3
月
27
日

（金）

　
毎
週
金
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
後
１
時
45
分
〜
3
時

　
市
民
体
育
館
　
競
技
場

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
興
味
の
あ
る

　
方
な
ら
ど
な
た
で
も

　
無
料

　
50
人

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
1
月
7
日

（水）
　
午
前
８
時
30
分

　
電
話
受
付

　
保
険
医
療
課
　
�
23
‐
７
６
２
５

　
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
座
で

　
す
か
ら
無
理
な
く
始
め
ら
れ
ま

　
す
。
運
動
嫌
い
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

　 ク

が 気

に な

る 方

も ぜ

ひ ど

う 　

ぞ！

保
険
医
療
課

☎
23
‐
7
6
2
5

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
（
1
月
分
）

　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
☎
23
‐
7
6
2
3

　
　
�
23
‐
7
2
9
6

　
　
　jo

h
o

-2
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

●申 ●時●所●受 ●対●￥●他

●他

●定

●申 ●時●所●受 ●対●￥●定

●申 ●時●所●受 ●対●￥●定

●￥ ●所 ●時●定

●問
●申

●問
●申
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介
護
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

し
た
い
。
家
庭
で
介
護
を
さ
れ
て

い
る
人
、
介
護
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
人
な
ど
、
皆
さ
ん
で
介
護
技

術
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
費
用
は
無

料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

第
１
回

 
２
月
14
日

（土）

 
午
後
１
時
30
分

 
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ

 
〜
効
率
よ
く
す
る
た
め
の
ワ
ン
 

 
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
〜

 
（
実
技
指
導
）

第
２
回

 
２
月
21
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分

 
移
乗
介
助

 
〜
ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅
子
へ
移
っ
 

 
て
外
へ
出
よ
う
〜

 
（
実
技
指
導
）

 
愛
知
新
城
大
谷
大
学
短
期
大
学
部

　
准
教
授
　
今
泉

雅
博
さ
ん

　
講
師
　
　
大
山

英
子
さ
ん

※
２
回
連
続
の
教
室
で
す
が
、
１

　
回
の
み
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学

　
40
人
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　
す
。

　
２
月
６
日

（金）

家
族
介
護
教
室
開
催

　
地
方
分
権
改
革
や
、
そ
の
先
に

あ
る
道
州
制
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
考
え
る
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
１
月
29
日

（木）

　
午
後
２
時
30
分

　
豊
橋
商
工
会
議
所

　
駒
澤
大
学
 

教
授
 

　
大
山

礼
子
さ
ん

　
180
人
（
先
着
順
）

　
無
料

申
込
方
法

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

　
記
の
上
、
は
が
き
、
電
話
、
フ

　
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

　
愛
知
県
総
務
部
総
務
課
ま
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
１
月
22
日

（木）

※
参
加
決
定
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
参
加

　
い
た
だ
け
な
い
方
に
連
絡
し
ま

　
す
。

「
地
方
分
権
・
道
州
制

　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
ｉｎ
三
河
」

介
護
高
齢
課

☎
23
‐
7
6
8
8

県
総
務
部
総
務
課

〒
4
6
0
‐
8
5
0
1（
住
所
不
要
）

☎
0
5
2
‐
954
‐
6
0
2
7

　
　（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

�
0
5
2
‐
954
‐
6
9
8
0

so
m

u
b

u
-so

m
u

@
p

re
f.a

ic
h

i.lg
.jp

　
新
城
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道

事
業
計
画
の
変
更
が
、
愛
知
県
知

事
に
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
変
更
で
は
、
東
新
町
・

杉
山
・
大
野
田
・
豊
島
・
川
田
・

富
永
の
各
地
区
の
市
街
化
調
整
区

域
の
一
部
を
事
業
区
域
に
追
加
し
、

併
せ
て
事
業
期
間
を
延
長
し
ま
し

た
。

　
新
た
な
事
業
区
域
や
事
業
期
間

な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
本
庁
下
水
道
課
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

国
有
地
一
般
競
争
入
札

入
札
方
法

　
期
間
入
札

　
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
入
札

　
に
加
え
、電
子
入
札
も
可
能
で
す
。

入
札
予
定
物
件
数

　
愛
知
県
内
　
53
物
件

日
程

　
１

公
示
日
　
１
月
７
日

（水）

　
２

入
札
書
受
付
期
間

　
　

１
月
28
日

（水）
〜
２
月
３
日

（火）

　
３

開
札
日
　
２
月
19
日

（木）

　
〒
４
６
０
‐
8
5
2
１

　
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
３
‐
３
‐
１

　
東
海
財
務
局
管
財
部
第
4
総
括

　
部
門

　
担
当
　
加
藤
、
平
良

　
☎
０
５
２
‐
951
‐
１
７
１
０

　
下
水
道
管
に
薬
品
や
油
類
な
ど

の
異
常
な
水
が
流
れ
込
む
と
、
下

水
道
管
に
穴
が
開
く
な
ど
の
害
が

起
き
る
ば
か
り
か
、
下
水
処
理
場

で
河
川
な
ど
に
放
流
で
き
る
水
質

基
準
ま
で
水
を
処
理
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
水
質
や
自
然
環
境
に
悪

影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
宅
の
台
所
、
ト
イ

レ
、
洗
面
所
、
お
風
呂
な
ど
か
ら
、

次
の
物
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

　
紙
（
水
洗
ト
イ
レ
は
ト
イ
レ
ッ

　
ト
ペ
ー
パ
ー
の
み
使
い
ま
し
ょ

　
う
）

・
天
ぷ
ら
油
、
サ
ラ
ダ
油
な
ど
の

　
食
用
廃
油
（
紙
な
ど
に
し
み
こ

　
ま
せ
、
燃
え
る
ゴ
ミ
で
出
し
ま

　
し
ょ
う
）

・
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
石
油
、

　
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
揮
発
性
の

　
高
い
危
険
物
（
処
理
業
者
に
依

　
頼
し
ま
し
ょ
う
）

下
水
道
使
用
の
エ
チ
ケ
ッ
ト

国
有
地
の
入
札
情
報

下
水
道
事
業
区
域
が
拡
張

さ
れ
ま
し
た

下
水
道
課

☎
23
‐
7
6
4
4

下
水
道
課

☎
23
‐
7
6
4
4

●em
●所 ●時

●時●所

●￥

●内●時●内

●講

●講

●定

●定

●〆

●〆

い

ま

い
ず
み
　
ま

さ

ひ

ろ

お

お

や

ま

　

え

い

こ

お

お

や

ま

　

れ

い

こ

●申
●問

●問
●申
■本

き

は
つ

せ
い

●問
■本

●問

●問
■本
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１
月
は
償
却
資
産
（
会
社
や
個

人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し

て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め

に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
・

器
具
・
備
品
な
ど
）
の
申
告
月
で

す
。
平
成
20
年
中
に
増
加
ま
た
は

減
少
し
た
資
産
に
つ
い
て
１
月
30

日
（金）
ま
で
に
申
告
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
事
業
を
開
始
さ

れ
、
今
回
の
申
告
が
初
め
て
と
い

う
事
業
所
は
、
全
て
の
償
却
資
産

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋のさくら祭り 事業報告 －100万本の桜プロジェクト －

★桜淵公園の桜のシンボルとも言える、木かげプラザの裏にある

　山桜2本（樹齢約200年）を中心に、桜の剪定・施肥作業

★笠岩橋を渡った両側の桜に付着していたウメシロゴケを除去

　コケは竹ベラで取れますので、是非一度チャレンジしてみては

　いかがですか？《木かげプラザ内にて竹ベラ貸出中》

★秋のさくら祭りでは、15,005円の募金をいただきました。

　皆様ご協力ありがとうございました。

―ただ今、さくらの苗を無料配布中―
　配布対象は、地域・グループ・団体・企業など　　担当　松井

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

税
務
課

☎
23
‐
7
6
1
5

　
市
で
は
、
小
・
中
学
生
の
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
で
、

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
人
に
、
給

食
費
や
学
用
品
費
な
ど
の
援
助
を

し
て
い
ま
す
。
新
入
学
児
童
・
生

徒
を
含
め
て
、
平
成
21
年
度
分
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
現
在
援
助
を
受
け
て
い
る
人
で
、

引
き
続
き
援
助
を
希
望
す
る
人
も

改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

《
援
助
を
受
け
ら
れ
る
人
》

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
教
育

委
員
会
が
認
め
た
人

①
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の

　
停
止
ま
た
は
廃
止
さ
れ
た
人

②
市
税
条
例
に
基
づ
く
市
民
税
が

　
非
課
税
の
人
ま
た
は
減
免
を
受

　
け
て
い
る
人

③
県
税
条
例
に
基
づ
く
個
人
事
業

　
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人

④
市
税
条
例
に
基
づ
く
固
定
資
産

　
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人

⑤
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
国
民
年

　
金
の
掛
け
金
の
減
免
を
受
け
て

　
い
る
人

⑥
国
民
健
康
保
険
税
条
例
に
基
づ

　
く
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を

　
受
け
て
い
る
人

⑦
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児

　
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

　
い
る
人

⑧
世
帯
厚
生
貸
付
補
助
金
に
よ
る

　
貸
付
を
受
け
て
い
る
人

そ
の
他
、
①
〜
⑧
以
外
の
人
で
教

育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
人

《
受
付
期
間
》

　
１
月
６
日

（火）
〜
30
日

（金）

《
提
出
書
類
》

　
申
請
書
と
と
も
に
①
〜
⑧
に
該

当
す
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
を
添

え
て
教
育
委
員
会
庶
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

就
学
援
助
費
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

　
新
年
は
１
月
４
日

（日）
か
ら
開
館

し
ま
す
。
４
日
の
み
午
後
５
時
閉

館
と
な
り
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
戦
国
の
世
に
「
義
」
＝
「
愛
」
を

貫
い
た
異
色
の
存
在
で
、
秀
吉
を

魅
了
し
、
家
康
を
畏
怖
さ
せ
た
上

杉
家
の
家
臣
直
江
兼
続
の
物
語
で

す
。

　
関
連
本
が
特
集
コ
ー
ナ
ー
に
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
天
地
人
」
上
下

　
火
坂
雅
志
著
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

　
ド
ラ
マ
の
原
作
で
す
。

「
直
江
兼
続
の
義
と
愛
」

　
火
坂
雅
志
著
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

　
兼
続
と
彼
を
め
ぐ
る
人
々
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
描
く
歴
史
エ
ッ
セ
イ

で
す
。

「
『
天
地
人
』
を
歩
く
―
原
作
者

が
旅
す
る
智
将
・
直
江
兼
続
ゆ
か

り
の
地
」

　
火
坂
雅
志
著
　
祥
伝
社

庶
務
課

☎
23
‐
7
6
5
1

図
書
館
だ
よ
り

新
城
図
書
館

☎
23
‐
2
3
3
3

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

警
察
署
だ
よ
り

〜
相
談
は
安
心
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
 

　
♯
9
1
1
0
〜

　
１
１
０
番
は
、
緊
急
時
専
用
の

電
話
で
す
。

　
急
を
要
し
な
い
要
望
・
相
談
・

苦
情
や
各
種
照
会
な
ど
に
つ
い
て

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
警
察
相

談
専
用
電
話
（
♯
９
１
１
０
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
ん
な
と
き
は
迷
わ
ず
落
ち
着

い
て
1
1
0
番
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
強
盗
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た
。

　
強
盗
な
ど
を
目
撃
し
た
。
　
　

�
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
被
害
に
あ

　
っ
た
。

　
ひ
っ
た
く
り
な
ど
を
目
撃
し
た
。

�
見
か
け
な
い
人
が
、
家
の
中
を

　
の
ぞ
い
て
い
る
。

�
指
名
手
配
犯
人
に
よ
く
似
た
人

　
を
見
か
け
た
。
　

�
ひ
き
逃
げ
事
故
に
あ
っ
た
。

　
ひ
き
逃
げ
事
故
を
目
撃
し
た
。

新
城
警
察
署

☎
22
‐
0
1
1
0

■本
●問●問

■本

●問●HP

な

お

え

か

ね

つ

ぐ

い

　

ふ

て

ん

ち

じ

ん

●問

ひ

さ

か

ま

さ

し
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石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に

関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、平
成
20

年
12
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

救
済
給
付
に
関
す
る
改
正
の
内
容

①
医
療
費
、
療
養
手
当
て
の
支
給

　
開
始
日
が
、
申
請
日
か
ら
療
養

　
開
始
日
（
た
だ
し
、
遡
及
は
認
定

　
申
請
か
ら
3
年
前
ま
で
）
に
改
正

　
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
認
定
さ

　
れ
て
い
る
人
も
対
象
と
な
り
ま

　
す
。

②
平
成
18
年
３
月
27
日
以
降
に
中

　
皮
腫
や
肺
が
ん
に
か
か
り
、
認

　
定
の
申
請
を
し
な
い
で
死
亡
さ

　
れ
た
人
の
ご
遺
族
に
も
特
別
遺

　
族
弔
慰
金
・
特
別
葬
祭
料
（
約
300

　
万
円
）
の
申
請
が
で
き
る
よ
う
に

　
な
り
ま
し
た
。

③
ま
た
、
中
皮
腫
や
肺
が
ん
に
か

　
か
り
平
成
18
年
３
月
26
日
以
前

　
に
死
亡
さ
れ
た
人
の
ご
遺
族
に

　
支
給
さ
れ
る
特
別
遺
族
弔
慰
金
・

　
特
別
葬
祭
料
（
約
300
万
円
）
の
請

　
求
期
限
が
、
平
成
24
年
３
月
27

　
日
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

④
詳
し
く
は
新
城
保
健
所
ま
た
は

　
環
境
再
生
機
構
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
�
０
１
２
０
‐
３
８
９
‐
９
３
１

　
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　

　h
ttp

://w
w

w
.e

rca
.g

o
.jp

/a
sb

e
sto

s/
　
11
月
10
日

（月）
に
、
市
内

に
工
場
の
あ
る
オ
ー
エ
ス

ジ
ー
株
式
会
社
の
代
表
取

締
役
会
長
の
大
沢
輝
秀
さ

ん
と
同
社
代
表
取
締
役
の

石
川
則
男
さ
ん
が
市
役
所

を
訪
れ
、
オ
ー
エ
ス
ジ
ー

株
式
会
社
創
立
70
周
年
を

記
念
し
て
、
同
社
か
ら
市

に
1
,

0
0
0
万
円
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
穂
積
市
長
は
、
「
趣
旨

に
沿
っ
て
、
教
育
の
推
進
、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

消防署　　　☎ 22‐1119

防
災
対
策
課
　
☎
22
‐
4
8
0
4

b
o

sa
i@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

●問

　
平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
住
民
の
自
発
的
な
防
災
活
動
の

重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
毎
年
１

月
15
日
か
ら
１
月
21
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
、
１

月
17
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
新
城
市
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
が
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
、
炊
出
し
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
の
演
習
訓
練
、
避
難
所
施
設
見
学
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
、
復
興
時
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
災
害
発
生
に
備
え
る

こ
と
も
大
切
な
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
自
主
防
災
組
織

な
ど
の
防
災
訓
練
へ
参
加
し
た
り
、
災
害
に
対
す
る
備
え
と
対
応

に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
考
え
、
話
し
合
う
こ
と
で
自
分
た
ち
の
住
む

地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

穂積市長（左）・石川則男さん（中央）
大沢輝秀さん（右）

お

お

さ

わ

て

る

ひ

で

い

し

か

わ

の

り

お

い

し

わ

た
ひ

し

ゅ

そ
　
き
ゅ
う

ち
ゅ
う

●em ●問
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新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
人

※
詳
し
い
内
容
は
、
新
城
・
鳳

　
来
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
1
月
16
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
1
月
13
日

（火）
　
午
前
10
時

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
1
月
22
日

（木）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

機
能
訓
練
教
室（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）

　
1
月
30
日

（金）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立

　
腺
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が

　
ん

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300
円
・

　
前
立
腺
が
ん
400
円
・
子
宮
が

　
ん
600
円
・
乳
が
ん
1000
円

※
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
胃
が

　
ん
検
診
と
セ
ッ
ト
の
受
診
で
す
。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

1
月
8
日

（木）
　
午
前
10
時

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室（
要
申
込
）

　
1
月
15
日

（木）

　
2
月
19
日

（木）

　
3
月
19
日

（木）

　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

　
妊
婦
と
そ
の
家
族

　
母
子
健
康
手
帳
、
お
茶
、
筆

　
記
具
な
ど

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

　
11
月
6
日

（木）
、
宇
連
川
の

支
流
亀
淵
川
上
流
の
岩
場
（
池

場
地
内
）
で
鳳
来
東
小
学
校
全

児
童
20
人
が
「
総
合
的
な
学

習
　
命
の
体
感
学
習
　
ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
学
習
」

と
し
て
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
6
年
生
の
青
山

慧
く
ん
は
、

「
こ
れ
ま
で
に
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
体
験
と
し
て
、
山
び
こ
の

丘
の
ブ
ッ
ポ
ー
ウ
ォ
ー
ル
に

登
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
自
然

の
岩
場
は
初
め
て
だ
っ
た
か
ら
、

つ
か
む
岩
を
自
分
で
見
つ
け

て
登
る
と
こ
ろ
が
難
し
か
っ
た
。

上
で
は
、
見
は
ら
し
も
よ
く
、

下
に
い
る
人
が
小
さ
く
見
え

た
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

�

長
篠
　
荏
柄
天
神
社

長篠 荏柄天神社

　
荏
柄
天
神
社
は
、
医
王
寺
に

向
か
う
道
沿
い
に
あ
り
、
菅
原

道
真
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
最

初
、
源
頼
朝
が
鎌
倉
幕
府
を
開

設
す
る
に
あ
た
り
鎮
守
社
と
し

て
創
立
し
ま
し
た
。

　
後
に
、
足
利
氏
は
、
一
族
で

あ
る
武
州
幸
手
（
現
在
の
埼
玉

県
幸
手
市
）
領
主
一
色
氏
へ
祭

祀
を
委
ね
、
以
降
は
一
色
氏
の

守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　
元
禄
十
一
（
一
六
九
八
）
年
、

一
色
氏
の
領
地
替
え
に
伴
い
、

荏
柄
天
神
社
は
石
段
も
含
め
た

宝
殿
の
す
べ
て
が
長
篠
村
へ
移

さ
れ
ま
し
た
が
、
明
治
二
（
一

八
六
九
）
年
の
版
籍
奉
還
に
よ

り
一
色
氏
の
保
護
を
離
れ
て
長

篠
村
の
所
有
と
な
り
ま
し
た
。

　
長
篠
村
へ
移
さ
れ
た
時
に
造

ら
れ
た
神
殿
は
、
平
成
四
年
三

月
十
八
日
に
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
覆
殿
の
中
に
美
し
い
姿
の

ま
ま
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。 文

化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

●問
本

あ

お

や

ま

　
さ
と
る

●問●問●問

●対 ●時●時 ●対●内 ●申
●所

●申
●所

●時 ●申
●所

●時 ●申
●所

●時●内 ●申
●所

●￥

●申
●所

●持 ●時●対
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し

ゅ

う

さ

っ

て

あ

し

か

が

ち

ん

じ

ゅ

し

ゃ

か

ま

く
ら

ば
く

　
ふ

す

が

わ

ら

ま

つ

い

お

う

じ

お
お
い
で
ん

は

ん

せ

き

ほ

う

か

ん

さ

い

ゆ

だ

し

い
っ
し
き

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

え

　

が

ら

て

ん

じ

ん

し

ゃ

み

ち

ざ

ね






